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令和４年度可児市集団指導 

資料９ 

 高齢者虐待防止の取組  【３年間（令和６年３月３１日まで）の経過措置】    対象：全サービス 

 

利用者の人権の擁護、虐待の防止のために以下の措置を講じること。 

(１) 虐待の防止のための対策を検討する委員会の開催 及びその結果を従業者に周知徹底 

(２) 虐待の防止のための指針を整備 

(３) 従業者に対し、虐待の防止のための研修を定期的に実施（年一回以上、特養・ＧＨは年二回以上） 

(４) 上記を適切に実施するための担当者を置く 

また、運営規程に定めておかなければならない事項として「虐待の防止のための措置に関する事項」が追加されました。 

 

 

 【参考 1】  施設・事業所における  高齢者虐待防止のための体制整備  〜令和３年度基準省令改正等に伴う体制整備の基本と参考例〜 

令和 3年度老健事業「介護施設・事業所における高齢者虐待防止に資する体制整備の状況等に関する調査研究事業」より 

  URL:https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000943605.pdf 

   ・具体的な取り組みの方法、内容、全国の事業所への調査結果で回答された工夫例、指針の参考例、研修ツールなどが紹介されています。 

 

 【参考 2】 介護施設における虐待防止研修プログラム例 

令和２年度老健事業「介護施設における効果的な虐待防止研修に関する調査研究事業」より 

  URL:https://www.irric.co.jp/reason/research/index.php   「2020年」の欄に掲載 

   ・１科目５～12分の短編動画をダウンロードし、職員個々が都合のよい時間に学習することができます。 

   ・受講した事例を使ってグループワークを行い、事業所内での取組みについて検討することもできる構成になっています。 

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000943605.pdf


 

 

 

 

2 

 

令和４年度可児市集団指導 

資料９ 

令和 3年度基準省令改正への対応例など参考資料 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_22750.html 

参考 1 

参考 2 


